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○議長（茅沼隆文） 

次に、引き続き、日程第３ 認定第３号 決算認定について（下水道事業特別会計）

の細部説明を担当課長に求めます。 

上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

では、朗読をさせていただきます。 

認定第３号 決算認定について。 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度開成町下水道事業特別会

計歳入歳出決算は別冊のとおりにつき、監査委員の意見をつけて認定を求めます。  

平成２８年９月６日提出、開成町長、府川裕一。 

別冊の平成２７年度開成町歳入歳出決算書の２０５ページをお開きください。  

下水道事業特別会計歳入歳出決算総額。 

歳入。歳入予算現額６億１，５８９万４，０００円、歳入決算額６億２，０４６万

４，５４６円。歳出。歳出予算現額６億１，５８９万４，０００円、歳出決算額５億

９，８７６万４，８９２円。歳入歳出差引額２，１６９万９，６５４円、うち基金繰

入額０円。 

平成２８年９月６日提出、神奈川県足柄上郡開成町長、府川裕一。  

次のページをお願いいたします。 

平成２７年度下水道事業特別会計歳入歳出決算書です。歳入です。１款分担金及び

負担金から７款の町債まで、予算現額６億１，５８９万４，０００円、調定額６億２，

４９０万８，５１６円、収入済額６億２，０４６万４，５４６円、不納欠損額１１万

７，７４２円、収入未済額４３２万６，２２８円、予算現額と収入済額との比較です

が４５７万５４６円になります。前年度に比べまして１％の増です。 

次のページをお願いいたします。歳出です。１款の総務費から５款予備費まで、歳

出合計、予算現額６億１，５８９万４，０００円、支出済額５億９，８７５万４，８

９２円、翌年度繰越額０円、不用額１，７１２万９，１０８円、予算現額と支出済額

との比較ですが１，７１２万９，１０８円になります。前年度に比べまして０．６％

の増です。歳入歳出差引残額は２，６９万９，６５４円となりました。 

決算書の３４８、３４９ページをお開きください。 

３４９ページの下水道事業概要の中段にあります整備面積です。平成２７年度の整

備面積は５．８ヘクタールでございます。平成２７年度末の整備区域面積は２４４．

７ヘクタールとなりました。事業区域面積３０１．４ヘクタールのうち、整備率とし

ましては８１．１％となります。 

表下の主要事業の段を御覧ください。平成２７年度におけます下水道管の布設延長

は４２９．７メートルで、布設済み延長は５万７，２８９．４メートルとなります。 

続きまして、平成２７年度開成町歳入歳出決算書説明資料により説明をさせていた

だきます。説明資料の７２、７３ページをお開きください。 

歳入です。１款分担金及び負担金の１目受益者負担金でございます。現年度は調定
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件数が１５件、収納件数が１５件で、収納率は１００％になります。平成２６年度は、

南部地区の土地区画整理区域の受益者負担金が一括納付されたため、前年度よりも４，

０６７万１，０００円の減となりました。 

滞納繰越分は、調定件数５８件、収納件数６件、未納件数が５２件となっておりま

す。 

２款使用料及び手数料ですが、１目下水道使用料、現年度は前年度より２，５９５

万円、１３．８％の増となっております。調定件数が２万９，５５２件、収納件数は

２万９，２７８件で、収納率は９９．６％でございます。 

滞納繰越分は、調定件数７２８件に対して収納件数が２６７件、未納件数が４６１

件です。不納欠損処分は、５３件行いました。収納率は２４．３％です。不納欠損額

は１１万７，７４２円となりまして、その内訳としましては所在不明者が２７名、５

年を経過いたしまして時効となったため、処分をさせていただきました。  

次の下水道手数料です。宅地内排水設備工事指定工事店の更新に係る手数料、前年

度より７件減って５万円の減です。 

続いて、宅地内排水設備工事責任技術者の更新に係る手数料です。前年度より３件

減り、８，０００円の減となりました。 

各種諸証明に係る手数料は、１８４件分になります。 

３款国庫支出金です。１目下水道事業費国庫補助金は、公共下水道事業費補助金と

して３，７００万円です。社会資本整備総合交付金、国庫補助金の対象事業費７，４

００万円の２分の１の補助でございます。 

続きまして、繰入金になります。１目一般会計繰入金、２億４，８３８万９，００

０円です。前年度に比べまして５３８万９，０００円の増となりました。 

５款繰越金は、前年度繰越金が１，９０５万９，４９７円でした。 

次の諸収入は、県広域水道企業団分担金です。酒匂川の水質を良好に保つというこ

とで、３市４町の下水道建設工事の一部を負担金として交付されたものです。前年度

より１３万１，０００円の増となりました。 

建物災害共済罹災共済金は、平成２６年の落雷により壊れました流量計交換工事に

対する保険分です。 

町債でございます。町債は、公共下水道債は、平成２７年度分として地方公共団体

金融機構資金から１件、５，９４０万円の借り入れを行いました。流域下水道事業債

は、地方公共団体金融機構資金から２件、通常分７２０万円と臨時措置分４８０万円

の借り入れを行いました。特別措置分はさがみ信用金庫資金の１件で２，５００万円、

町債合計としましては、４件、９，６４０万円の借り入れを行いました。  

続きまして、７４、７５ページをお願いします。歳出です。決算書は２１６、２１

７ページになります。 

１款総務費、１項下水道総務費、１目一般管理費では、下水道運営審議会を１回開

催いたしました。また、委託では、下水道台帳システムの更新や下水道使用料の徴収

として年間２万９，７２６件の徴収について、水道企業会計への委託など下水道事務



－１５３－ 

事業を行いました。不用額４４万３２９円は、主に使用料徴収委託の算定根拠となり

ます職員の異動に伴います減額でございます。 

施設管理費では、汚水流入量の多い特定事業所４カ所の水質検査、流量計の保守点

検、マンホール形式ポンプ場の保守点検委託、管路点検調査業務委託等を実施いたし

ました。下水道施設の維持管理工事では、舗装工事に伴います人工蓋調整工事やマン

ホール周辺補修工事等を行いました。不用額１５１万９，５０４円は、主にマンホー

ル周辺補修工事箇所が予定箇所より少なかったこと、また人工蓋調整工事等の執行残

によるものです。前年度より５２１万３，０００円の減となりました。 

次の事業費、下水道事業費の公共下水道事業費、決算書は２１８、２１９ページに

なります。下水道認可区域内での４件の管渠布設工事と３件の舗装工事、委託では源

治橋拡幅に伴う下水道管渠実施設計業務委託と合同庁舎公共移設置に伴います、地質

調査委託の２件を実施いたしました。平成２７年度の管渠延長としましては４２９．

７メートル、整備面積は５．８ヘクタール、下水道整備を行いました。平成２７年度

は繰り越し事業がなかったため、前年度より３，１１５万２，０００円の減となりま

した。さらに、１件の下水道工事に伴います水道管補償を、こちらで行っております。  

次に、流域下水道費、建設費負担金では、箱根町が加わった３市７町による建設費

負担金であります。昨年に比べまして１，０８９万１，０００円の増となりました。

維持管理負担金は３市６町による負担金で、平成２７年度の計画汚水量と平成２５年

度の実績有取水量の精算分の汚水処理となります。維持管理負担金は、昨年に比べま

して２，３６０万９，０００円の増となりました。流域下水道費全体では、前年度に

比べまして３，５５０万円の増額です。 

次に、公債費です。平成２７年度当初、１３４件の下水道事業債２９億２，６９６

万１，０００円に対する残金返済を行いました。前年度より５５４万７，０００円、

２．３％の増となりました。また、同じく、下水道事業債の利子返済を行い、前年度

より６２９万９，０００円、８．３％の減となりました。平成２７年度末の下水道事

業債は、２６億８，２８２万４，０９８円となります。こちらにつきましては、決算

書の３７４ページから３８９ページに記載してあります。 

続きまして、説明資料の終わりのほうに資料３としまして平成２７年度の工事箇所

図を添付しております。平成２７年度に実施いたしました工事箇所で、箇所名、口径、

延長、金額等を表示してあります。後ほど、御覧いただきたいと思います。 

恐れ入りますが、２２０ページにお戻りください。 

実質収支に関する調書でございます。１、歳入総額６億２，０４６万５，０００円、

２、歳出総額５億９，８７６万５，０００円、３、歳入歳出差引額２，１７０万円、

４、翌年度へ繰り越すべき財源は０円、５、実質収支額は２，１７０万円です。６、

実質収支のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入金は０円です。 

以上で説明を終わります。 

○議長（茅沼隆文） 

これで、認定第３号 決算認定について（下水道事業特別会計）の細部説明を終了



－１５４－ 

いたします。 

 


